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	１．はじめに
	公共工事の品質を確保するためには、適切な工期、適正な予定価格で設計した発注のもと、技術と経営に優れた企業が適切に施工することが基本です。平成13年の「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」や平成17年の「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の施行、また、これらの法律改正を踏まえ、建設業の健全な発展を図り、公共調達において品質確保を実現しながら、発注者の責務を果たさなければなりません。
	近年、工事・業務の品質確保の取り組みに加え、将来の担い手の確保・育成やi-Construction 等の生産性向上が重要テーマとなっています。今回は、改正品確法の理念を踏まえて実施する、平成30年度の北陸地方整備局（建設関係）発注の工事・業務に関する主な取組み方針について報告します。
	ＩＣＴ活用の推進を図るため、ＵＡＶ等を用いた3次元
	測量、土工・舗装工の3次元設計の推進を継続します。
	また、「橋梁」「トンネル」「ダム」「河川構造物」を対象
	に、CIM活用業務を継続する。CIM活用業務の成果は確
	実に工事へ引継ぎます。
	早期発注、国債及び繰越制度の活用により、履行期間の
	平準化を推進します。
	業務を円滑に進めるため、業務履行期間中の受発注者間
	のコミュニケーションの充実を図る取り組みを実施。
	地形測量、地質調査、設計が並行して行われる構造物設
	計において、測量受注者、地質調査受注者、設計業務受注
	者と発注者の4者がスケジュールや条件を調整する「業務
	連携会議（4者会議）」を実施する業務の試行を継続します。
	女性・若手技術者を含む多様性（経験年数・価値観等）
	を加味した技術者の配置により、業務成果の品質向上を図
	る「ダイバーシティー推進型業務委託」（配置予定技術者
	の構成に応じて評価）の試行を継続します。
	（２）若手技術者のヒアリング同席の活用
	予定管理技術者の随行者として、事前に登録した3名の
	若手技術者のうちの1名が技術提案書のヒアリング時に同
	席（傍聴）できる業務の試行を継続します。
	（３）「自主的照査併用型」総合評価落札方式の推進
	予定管理技術者として、経験の少ない若手を配置し、加
	えて品質を担保するため自主的にベテランの照査技術者
	（「自主的照査技術者」という。）を配置する場合、総合評価
	で加点評価する業務の試行を継続します。
	（４）技術者の就業環境の改善
	受発注者間相互の一週間のルールや約束事を定めた「ウ
	ィークリー・スタンス」を推進。加えて完全週休2日、残
	業縮減、有給休暇取得等を図る「ワーク・ライフ・バラン
	スモデル業務委託」の試行を継続します。
	（５）一括審査方式の活用
	目的・内容が同種の業務であり、技術力審査・評価の項目が同じ業務となる場合、その業務の品質を確保した上で、受注者の負担軽減のため、提出する技術資料を同一とすることができる一括審査方針の活用の試行を新規に実施します。
	（１）総合評価１：３における「評価テーマ１課題」の試行
	特に技術力を重視する業務について、品質を確保しつつ
	競争参加者の負担を軽減するため、「総合評価1:3の評価
	テーマを1課題とし、評価項目の配点割合を1:2と同様と
	する業務」の試行を継続します。
	（２）「簡易特別型」総合評価落札方式の推進
	地域に精通した建設コンサルタントが実施することで、
	品質向上が期待できる業務について、地域精通度の評価を
	重視した総合評価落札方式（簡易（特別）型）を継続。
	対象業務の金額規模が1千万円から2千万円以下に拡大さ
	れます。
	（３）ダンピング対策強化の徹底
	対象業務について、「履行確実性の評価」、「更なる品質
	確保対策」継続実施し、ダンピング対策の強化の徹底を図ります。



